
中林梧竹略歴　中林梧竹は、文政１０年（１８２７）４月１９日小城
藩士中林経緯の長男として現在の小城市小城町本町（新小
路）に生まれた。名を隆経、字は子達、通称彦四郎といい、
梧竹は号である。５歳のとき、岡山神社境内での献書会で
見事な字を書き神童と騒がれたという。藩校興譲館に学ぶ
と共に、草

くさ

場
ば

佩
はいせん

川に師事した。１９歳で江戸に遊学、２８歳で
帰藩し興譲館の指南役を務めた。明治維新後、長崎に出向
き当時の中国最新の書法に着目し、５６歳で北京に渡り１年
８ヶ月に及び書の研鑚に励んだ。帰国後、副島種臣、松田
正久等の斡旋で東京銀座「伊勢幸」に寄寓した。その後伊
勢幸に２９年間住み、その間全国を遍歴し多くの名作を残し
た。６５歳のときには明治天皇に王羲之の十七帖の臨書を奉
献し羽二重の御衣を賜っている。７１歳で再度北京に渡った。
７２歳、富士山頂に「鎮國之山」銅碑、８２歳のときに小城市
三日月町金田に三日月堂（梧竹観音堂）を建立した。大
正２年（１９１３）、８７歳で梧

ご

竹
ちく

村
そんそう

荘にて没した。梧竹は日本近
代書道の基礎を築き、あらゆる書体で創造性に富む品格の
高い作品を書き、書論も残すなど、名実ともに東洋一の書
家としてその評価は高い。

　小城公園内にあり、明治７年
（１８７４）の佐賀の乱で戦死した、
旧小城藩士１３人の慰霊碑で自
然石に「甲戌烈士之碑」と刻ま
れ、碑台は亀

き ふ

趺となっている。
明治２８年（１８９５）梧竹６９歳の時
の建立。別称に「亀の碑」と呼
ばれている。

甲
こうじゅつ

戌烈
れ っ し

士之
の

碑
ひ

　小城公園内の茶
ちゃせんづか

筅塚古墳後円
部の頂上石組の中に一基碑石が
ある。小城藩２代藩主直

なおよし

能がこ
の地に入り桜を増殖し、この丘
を「桜岡」と呼んだ。このこと
をもれ聞いた後西天皇及び公

く

卿
ぎょう

達が歌を贈り、これを帖
じょう

にし「海
かいがい

外飛
ひこ う

香」と名づけた。明
治８年（１８７５）に県下で最初に公園として指定され、「桜岡公
園」となった。後

ごさいいん

西院御製の「さく花に　まじる岡辺の松
の葉は　いつとなきしも　色を添えつつ」を梧竹が揮毫し、
有志によって碑が建立された。

後
ご

西
さいい ん

院御
ぎょ

製
せい

碑
ひ

　小城町本町（新小路）の生
家は今は無く、生誕地の碑が
建てられている。翁の生誕地
より「退筆塚」までの２５０ｍ
の通りを昭和４６年「梧竹通り」
と命名。近くに梧竹が学んだ
藩校、興

こうじょうかん

譲館跡地（現桜岡小
学校）がある。

梧竹生誕地

　岡山神社は寛政元年（１７８９）創建。小城初代藩主鍋島元
もと

茂
しげ

、２代藩主直
なお

能
よし

を祀ってある。
　明治２１年（１８８８）梧竹６２歳筆の隷書で撰

せんぶん

文は久
く め

米邦
くにたけ

武。鳥
居の左右柱に長文が刻まれている。

岡
山
神
社
神
門
銘

　岡山神社境内にあり明治２１年（１８８８）梧竹６２歳筆。左右の
灯籠に「獻

けんとう

燈」「明治二十一年」と隷書で刻まれている。

獻け
ん
と
う燈

銘

　小城公園東側入口にあり梧竹揮毫による「桜岡公園」「中
林隆

たかつね

経書」と刻された自然石が立っている。「明治八年八月
建」と刻銘がある。題字は篆

てんしょ

書体となっている。

「桜
おうじょうかん

城館」の ２ 階にあり、郷土が生んだ明治の書家中林梧竹翁の偉業を
顕彰するため、作品、遺品などを展示しており、書聖・中林梧竹の人
と芸術を知ることができます。

小城市立中林梧竹記念館紹介

• 個人　１人につき� 　２００円
• 団体（１０名以上）�　� １８０円
◎大学生以下無料

•月曜日
•祝日（こどもの日及び文化の日を除く。）
　ただし、当該祝日が月曜日に当たるときは、その翌日とする。
•年末年始（１２月２９日～ １月 ４日）

■マイカー利用の場合
　長崎自動車道
　 •佐賀大和I.Cから１5分
　 • 多久I.Cから１5分
■ＪＲ利用の場合
　 • JR佐賀駅から唐津線利用で１5分　（小城駅下車）
■バス利用の場合
　 • 佐賀駅バスセンターから昭和バス利用で４０分（小城バスセンター下車）

〒８４5−０００１ 佐賀県小城市小城町１5８−４　桜城館 ２ F
TEL�０９5２−7１−１１3２ ／ FAX�０９5２−7１−１１４5
e-mail　bunka@city.ogi.lg.jp

小城市立中林梧竹記念館
発行・

お問合せ先

観覧料 開館時間

休館日

交通アクセス

午前 ９時から
午後 5時まで

桜
岡
公
園
碑

　大正３年（１９１４）、翁の遺志により建てられた。小城公園
内にあり、正面には小城藩鍋島家11代目直

なおとら

虎の揮毫による
「梧竹退筆塚」の題字があり、その碑台には、梧竹８７歳揮毫
の「信哉」二字がある。またその左手にある観世音の石祀
の石台には梧竹（忘

ぼうげん

言）４６歳揮毫の「和同」がある。正面
入口の石門は向かって右柱に「書聖垂範」左柱「自彊乃成」
と「身担杠礎」の台石もある。昭和４５年（１９７０）現在の場所
に移転された。

梧
竹
退
筆
塚

　三日月町深
ふかがわ

川にあり日蓮宗の名
めいさつ

刹である。寺院は「葉
はがくれ

隠」
で有名な山本常

じょうちょう

朝の実家中野家の菩
ぼ

提
だい

寺
じ

でもある。山門銘
は右門「四

し

海
かい

龢
わ

合
ごうてん

天長
ちょうちきゅう

地久」、左門「国
こく

土
ど

安
あんのん

穏五
ご

穀
こく

成
じょうじゅ

就」
　明治２８年（１８９５）梧竹６９歳の揮毫で、篆書体となっている。

勝し
ょ
う
み
ょ
う妙

寺じ

山
門
銘

　小城町須賀神社入口、鳥居
題額。明治１０年（１８７７）頃、
梧竹５０歳代頃の揮毫とされる。

須賀社額

　須賀神社境内にあり、明治
３３年（１９００）梧竹７４歳揮毫、
隷書体で刻まれている。

神
しん こう

紀念碑

　観音堂の建立は、梧竹の生涯における信仰の集大成であ
り、明治３９年（１９０６）に計画され明治４１年（１９０８）３月に落
成した。梧竹８２歳の時である。堂内には、聖

せいかん

観世
ぜ

音
おん

菩
ぼ

薩
さつ

二
体が安置され、梧竹筆による中林家先祖代々の木牌、先師
（草

くさ

場
ば

佩
はいせん

川・山
やまのうち

内香
こうせつ

雪・余
よ

元
げん

眉
び

）の木牌、小城藩主の木牌が
奉
ほう

祀
し

してある。三日月町金
かな

田
だ

にあり、梧竹自用印の「金
きんでん

田
野
や

人
じん

」はこの地より名づけた。

三日月堂（梧竹観音堂）

　小城町にあり小城羊
ようかん

羹の老
しにせ

舗。店内に「天
てんかい

開図
ず

畫
が

（画）」、
明治４０年代、梧竹８０歳代頃の揮毫による篆書が掲額されて
いる。

村岡総本舗
　三日月町四

しじょう

条の堀
ほり え

江神社にあり、本殿に「八幡社」と掲
額されている。大正２年（１９１３）梧竹８７歳の揮毫である。

　芦
あしかり

刈町芦
あしみぞ

溝にあり寺院本殿正面上に「鶴
かくろくざん

鹿山」の木額が
ある。明治４４年（１９１１）８５才前後の揮毫である。

福
ふくで ん

田寺
じ

　小城町で酒造業と和紙の卸業を営んでいた４代目当主小
栁平三郎（安政５年～大正８年）と小栁家で清酒高

たかさご

砂を飲み
交わして書いた扁額「金

きんしょう

槳」を店内に掲げてある。

小柳酒造

　小城町岩
いわくら

蔵の天山神社境内にある。
「天山神社一千二百年祭記念之碑」と
あり、明治３３年（１９００）梧竹７４歳の揮毫
である。

天
てんざん

山神社記念之碑

　牛津町柿
かき

樋
ひ

瀬
せ

に
あり久

ひさもと

本家の墓所
がある。その久本
家の墓前に明治１７
年（１８８４）梧竹５８歳
の揮毫の門柱があ
る。隷書体となっ
ている。

正
しょうまん

満寺
じ

　牛津町乙宮社境内にある灯
籠に「獻

けんとう

燈」と刻されている。
安政２年（１８５５）梧竹２９歳の
揮毫である。近年になって牛
津乙宮社資料から梧竹揮毫で
あることが判明した。

乙
おとみ や し ゃ

宮社灯籠

　三日月町金田の天
てんまん

満神社境内
にある。明治４１年（１９０８）梧竹
８２歳の揮毫で楷書である。もと
は三日月堂敷地内にあったが、
昭和２３年（１９４８）頃に現在の場
所に移転された。

馬
ば と う か ん ぜ お ん

頭観世音碑
　三日月町社

やしろ

にある梧竹の墓所。石
塔は聖

せいかんぜおんぼさつ

観世音菩薩をかたどった像身
である。梧竹は大正２年（１９１３）８
月４日に三日月堂敷地内にあった
「梧

ごちくそんそう

竹村荘」で息を引き取った。享
きょうねん

年
８７歳。梧竹は生前一寸五分（約５セ
ンチ）の観音像を常に身につけてい
たといわれている。

長
ちょう え い じ

栄寺

　小城町米
こめのくま

隈にあり、安政５年（１８５８）
梧竹３２歳の揮毫である。鳥居の左右柱
に長文が刻まれている。

菅
かんせい

聖廟
びょう

神門銘并
ならびに

序

　梧竹観音堂前小さな
石橋の両石柱にそれぞ
れ篆書で「済渡橋」、
変体仮名で「さいとは
し」と刻されている。
裏には「明治四十年九
月」と刻されている。

済
さ い と は し

渡橋

桜岡小
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書
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跡
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天台宗の寺院であり三日月町金田にある。本堂には扁額
「金

こんごうりんどう

剛輪堂」が掲げられている。この書は大作であったた
め、看護婦たちに背後から抱えられて揮毫したといわれて
いる。梧竹筆大

だいじ

字では、これが絶
ぜっぴつ

筆である。大正２年（１９１３）
７月、梧竹８７歳の揮毫である。

妙
みょうかんいん

観院14

15

八
はちま ん し ゃ

幡社額16

　三日月町島
しまみぞ

溝の日吉神社にあり、本殿正面上に「日吉神
社」と掲額されている。大正２年（１９１３）梧竹８７歳の揮毫で
ある。

日
ひ よ し

吉神社額17
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海外飛香（市重要文化財 平成２年３月５日指定）

（市史跡 平成７年２月23日指定） （市重要文化財 平成15年５月１日指定）
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